
Ⅱ　資料

（Ⅰ）大気汚染常時監視システムの機能向上

lmprovedPerformancesofAirPollutionMonitoringSyste

テレメーター室

要　　　　　　旨

昭和52年度、大気汚染常時監視システム（テレメーターシステム）を増設した0新システムは既設システムで任用

していた機器を有効に利用した構成とし、実用上の問題点を考慮に入れ新しい機能を付加、設定した0また、新たに

ミニコンをベースとする独立したオフラインシステムを導入し、常時監視システムの一環として環境データの総合評

価体系を確立することができた。

1　はじめに

埼玉県における大気汚染常時監視システム（テレメ‾

ターシステム）は昭和47年5月に開局し、その中央監視

局は公害センターに設置されている。当初は測定局容量

20局のうち固定局10局、移動局1局でスタートしたが、

そのころから問題化した光化学汚染、窒素酸化物対策な

どに対応するため測這局は当初の予想よりはるかに早い

ピッチで増設され、昭和48年度ですでに計画容量に達し

以後は中央監視局の機能を拡充することが重要な課題と

なっていた。この間に環境をとりまく情勢の変化から測

定の正確性、データの処軋加工、テ」タバンクをどの

要請が高まり、これらの要求に対応することが必要とな

った。

昭和52年度に増設整備計画が実施されることとをりこ

れらの状況を踏えをがら基本設計を行った。増設に際し

て基本的な考え方として、迅速、確実をデータの収集と

ともに、データの解析機能を強化、充実する　ことし

た。この趣旨に沿ってオンラインシステムをメイン系と

バソクアップ系で構成するデュアルシステムとしたほか

データの処理、加工、解析を専用とするオフラインシス

テムを導入し、オンラインシステムとオフラインシステ

ムを明確に分乾してそれぞれの機能を十分活用可能なも

のとした。

2　システムの構成

システムの基本設計に際して考慮すべき事項として信

頼性、操作性、拡張性、経済性をどがあるが、今回は旧

システムの増設であることからこのほかにいくつか考慮

すべき条件があった。その1は旧システムの実稼動が約

5年であるため、既設機器を有効に利用すること。2は

改造に要する工事期間をできるだけ短縮し、かつ円滑

に新システムに移行することである。

常時監視の目的は長期的には環境基準の基礎資料を得

ることにあり、短期的には緊急時の監視であるのでシス

テムの最大の目的はデータの確実な収集にある0オンラ

インシステムの構成は通常、シンプレックス、デュープ

レックス、デュアルの3形式がありシステム構成はバノ

クアップ機能および信頼性をどのように考えるかによっ

て決定される。すをわち、常時監視においてシステムダ

ウン時の対策をどのように考えるかはシステム運用の目

的と関連して経済性を優先するか、信頼性を高めるかの

問題に帰着する。緊急時対策が本システムを通じて行わ

れることを考慮するとデータの欠損をできるだけ回避す

ることが必要であり、また、常時監視のデータが汚染の

予測解析、総量規制などの基礎テ、一夕として利用される

場合も同様にシステムダウンに伴うデータの質、量の低

下を避けることが必要である。このため、改造システム

にはバックアップ系を付加することとした0

一般にはバック7ソプ系の機器構成については次の考

え方がある。すなわち、バノク7ソプ系が待機状態にあ
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るとき、システムを有効に利用するため収集データの処

理、加工を実行する、いわゆるオフライン兼用方式があ

る。この場合、バックアップ機能とともにオフライン処

理も実行し、しかも将来の拡張性をも考慮しておくこと

が必要とをり、必然的にバックアップ系のシステム構成

がメイン系より上位のものとをる。しかし、この方式は

システム構造が複雑化し、操作性やデータの処理の点か

ら考えると、むしろオフライン処理を独立させた方がよ

い。従って、ここではバックアップ系の構成を必要最少

限度に押え、オフライン処理は別のシステムで行う方式

をとった。

このようを検討結果と前述のように既設機器を有効に

使用する条件から、新システムはメイン系とバックアソ

プ系で構成するデュー70レックスシステム（ただし、バ

スラインを通して常時、データを交換し、片系がダウン

したときは自動的に系が切替る機能をもつ）とし、オフ

ライン処理は独立したオフラインシステムで行うことと

した。をお、CPUの有効利用のため、オンラインシス

テムでもある程度のオフラインジョブ（ここではバック

グランド処理と称する）がメイン系およびバックアップ

系で実行可能をように配慮した。

2－iオンライン・メイン系の構成

新システムの構成をFiglに示す。測定局から無線デ

ジタル方式で伝送される測定データは中央監視局で受信

され、通常はメイン系に人力されてリアルタイム処理を

行う0メイン系はミニコンを中心とした構成で、ここで

は既設機器のH－1叩（コアメモリを24Kwとした）を

使用し、外部記憶装置として磁気デスク（4．9Mw）1台

および磁気テープ装置（9トラック、1600BPI、1200

フィート）2台を新たに設置した。入出力関係では入出

力タイプライターのはか新たにラインプリンター（150

行／分）、CRTグラフイソク装置（19インチ）、ハ

ードコピー装置を設置した。これらの装置はいずれも処

理容量の拡大とこれに伴う出力の高速化をはかったもの

である∩そのほか既設のタイプライターは異常メッセー

ジ専用として使用している。

プログラム言語はH－10‡用のPSlOEアセンブラF
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（NASF）を改良したものを使用しているが、コア容

量が小さいのでコアに常態エリア（10Kw）と非常駐エ

リア（12Kw）を設け、磁気デスクにプログラムの一部

を分割して必要の都度コアにローディングするオーバー

レイ形式としている。

磁気デスクは測定局容量として50局24項目を予定し、

全データの2カ月分（前月と今月）が格納されるように

した。さらに後に述べるバックグランド処理のためのワ

ークエリアとして同じく2カ月分が確保されている。こ

のエリアにはクリーニングしたあとのデータを磁気テー

プから入力して格納する。

磁気テープ装置はジャーナル形式で定時データを記録

するものと異常メッセージ（常時データの割込み可能）

を記録するものに分離してある。またパックブランド処

理時にはテープをかけ替えて入出力に使用する。

無線方式のテレメーターシステムでは無線の空き時間を

利用してこれらの発令情報を伝達するのが普通である。

埼玉県では緊急時対象地域として県内を数7㌧トノクに分

け、フロック別の放送を行っているが、今後の対象地域

の拡大に備えてブロソク別機能を7群から10群に増設し

た。

2－2　オンライン■バックアップ系の構成

バックアップ系は前述のように必要最少隈度の機器構

成とする考え方から、既設システムに使用していたH－

10（コアメモリ24KIV）を中心に磁気デスク（4．9MW）

1台を付加してメモリー容量の拡張をはかり、磁気テー

プ装置は設けずに既設の紙テープパンチャー（110享／秒）

2台を使用することとした。つまりメイン系動作中の収

集データはバスラインを通してバックアップ系の磁気デ

スクに転送され、また、バックアップ系動作中（メイン

系ダウン蒔）の収集データはメモリの関係から7日分以

内であればメイン系の復起時に転送できる。従って7日

をこえる場合にのみメイン系メモリーに記録されをいデ

ータが紙テープに出力されるのでr、バックアッ　プ系

の磁気テープ装置は省略した。バックアップ系の作表出

力はラインプリンターの代りに設置した高速形タイプラ

イター（3000字／分）に出力される。その藩か、CRT

装置はメイン系と共通に使用できる。

2－3　データ転送系

データ転送は有線方式による県庁向けと一都三県デー

タ交換システムとして東京都、神奈川県、千葉県向けの

2種類があり、往来はいずれも毎正時の時報を転送して

いた。今回の改造では他都県向けは従来どおりとし、県

庁向けには伝送速度を200bit／sec　に変更して定時以外

の収集データも転送可能とした。

2－4　同時放送装置

大気汚染緊急時の措置として、その事態を住民に周知

させ、事業所に対してばい煙排出量の削減を要請するが

2－5　子局テレメーターの改造

自動測定機の稼動には保守点検が不可欠であり、ゼロ

調整、スパン調整等の作業が行われるが、在来はテレメ

ーターによるデータ収集時にこの状況が判別できず、こ

のため調整中の測定機の出力をデータとして収集してし

まうのでこのデータを異常値として手作業で欠測処理を

行っていた。今回の整備では連絡訝整盤を子局テレメー

ターに付加してこの欠陥を改良した。連絡調整盤は測定

機の保守時に該当項目のスイソチを入れることによって

保守中にデータ収集があるとき信号を伝送し、データ処

理の段階で自動的に欠測処理するものである。なお、調

整中の信号は中央監視局からも解除できる。

このほかに60分十α回路を設けたが、この回路は1時間

経過してもテレメーターからのリセット信号が人力しをい

いとき、凸分後に測憧機にリセット信号を与へ、測定機

の欠測を防ぐものである。

3　オンラインシステムの機能（ソフトウエア）

オンラインシステムに要求される機能はデータの迅速

確実副文集にあるが、大気汚染常時監視では端末測定局

の測定機制御や稼動状況のチェック、回線状況のチェッ

クをど、データ収集を補完するための各種機能が必要で

ある。また、このほかに収集したデータの表示や出力形

式などもデータ処理上、重要を要素とをる。以下にデー

タ収集、処理を中心にその概要を説明する。

3－】メイン系の機能

3－1－1　データ収集

定時データは毎正時に収集される。測定原理が湿式の

いおう酸化物および窒素酸化物については毎正時のデー

タ呼出しとともに測定機のリセットが行われ、また、10

分後に初期値呼出しが行われる。定時データは初期値補

正と時間補正を行い求められる。そのほかのパルスや平

均値を出力する測定機ではこれらの補正は行わない。風

向、風速計のように10分間平均を出力する場合や温度、

湿度計のように瞬間値を出力するものは毎正時のデータ

が定時データとなる。

常時データ呼出しは定時以外に、一定時間間隔でデー

一19　】



夕を収集ナるもので、操作卓の10キーで呼出し時間間隔

を設定（5、15、30分）することによってその間隔でデ

ータを収集し、時間補正をして次の正時での推定値を求め

る。ただし、瞬間値形の測定機の場合は収集時刻での値

とをる。

任意時刻データ呼出しは定時、常時以外に任意の時刻

でデータを収集する機能で、任意一巡（全局）、任意一

群、任意一局の呼出し機能がある。このうち、任意一群

呼出しは今回の改造で新たに設けたもので、前述の光化

学スモッグ緊急時にブロソク別のデータを収集する必要

があるためである。任意一局呼出しはほぼ従来どおりの

機能で、指定局から伝送された測定機別テレメーター信

号情報、生データや初射直、指定値などを出力する。

3－1－2　測定局、項目情報テーブル

いおう酸化物や窒素酸化物の自動測定機は毎正時に中

央監視局からのリセット信号によって吸収薮を自動的に

交換するが、リセット信号を受けてから排液、洗浄、吸

収液の交換を行い測定を開始するまでに数分を要し、機

種によって測定時間が異をる。また、最近の測定機は測

定の精度を向上するため低濃度側に測定レンジを付加し

測定レンジの自動切かえ機構を採用した機種が多い。従

って測定機の新設、更新などにより、機種が異ると、こ

れらのパラメーターが変わるので測定局、項目ごとに情

報を設定しておくことが望ましい。従来はこれらのパラ

メータをプログラムの一部として処理していたが、機種

変更の都度プログラムを変更することは極めて繁雑で径

費もかかることから、今回の改造では新たに測定局、測

這項目に関する情報を　テーブル化して磁気デスク内に

記録させる方式に改良した。このテーブルは、測定局1

局ごとに測定機に関する情報とテレメーターによる伝送

上の入出力情報をTabielのように作成するもので、メ

イン系　およびバソクアップ系から各々コマンド人力し

てパラメーターの参照、設定、変更、追加をどができる。

3－1－3　1分常時呼出し

テレメーターにはアナグロ方式とデジタル方式がある

が普通は収集後のデータ処理を考慮してデジタル方式の

ものが多い。特に無線回線を利用する場合は原理的にデ

ジタル方式とをる。しかし、この方式では、アナグロ方

式のように連続的をデータ出力を得ることができない欠

点がある。従って測定機の稼動状況、特に異常の状況を

出力波形から判断することができないので異常処置が時

間的に遅くをる。そのため、1分常時呼出し機能を新た

に設けた。これはデジタル方式でも短い時間間隔の呼出

しを行ってデータを収集すればアナログデータに近い～皮

形データが得られるのでこの機能によって1局，最大5

項目を指定してCRT上に出力させることができる。

3－ト4　異常メッセージ

伝送系の異常はデータの呼出しごとに端末測定局の各

測定機の異常情報を含め、異常メッセージ専用のタイプ

ライターに出力される。測定機の異常情報には電源異常、

スケールオーバー、セロ入力、レンジ未指定、初期値オ

ーバー、調整中などがある。伝送系では回線渋帯、局番

不一致、項番不一致、垂直、水平パリティ、項目数不足

をどの情報がある。異常メッセージ
フ■ロ　 ノ　ク 番 ぢ 呼　 出

項　 員

項　　 目　　 別　　 脚J　 走　　 情　　 報

プ ロ　 ノク 別 局 番 S 0 2 D ○ 、く N O N 0 2 W D W S

テ レ メ ー タ ー 化
言己　　　 丁ヲ 冥　　　　 装

絶　 プ吋　 局　 番 絶 j寸 項 番

l x 訴】整 中 項 番

座 標 1 Y 人 力 項 番

？則　 定　 局　 名 制 御 ワ ー ド

T　 M 重　 量史

入 力 盈 ／卜値

入 力 最 大 値

出 力 最 ノト値

出 力 刺 且艮丁直

レ　 ン　 ゾ 1 u

レ　 ン　 ンー　2

レ　 ン　 フ　 3

レ　 ン　 フ　 4

レ　 ン　 ゾ　 5

レ　 ン　 ン　 6

レ　 ン　 ゾ　 7

レ　 ン　 ジ■　8

Table－Ⅰ　測定局・項目情報テーブル

ー20　－

はタイプライターに出力されるほか

磁気テープにも記録され、月報形式

でラインプリンターに出力させるこ

とができる。この情報はデータ収集

系の管理のために用いる。このほか

中央監視局の機器異常の情報も入出

力タイプライターに出力され、同様

に記録処理されてシステム全体の稼

動状況の把握に基づく保守管理が容

易とをる。

3－1－5　キュー機能

オンラインジョブのキューは任意

呼出し、下位季云送をどについて各5

個登録することができる。



3－2　バックアップ系の機能

メイン系とバソグアノプ其のCPUは交互に相手を監

視しており、いす、れかのCPUがタウン状態にをったと

きはこれを根知して自動的に扁が切りかわりオンライン

ジョブを蕃克行する。毛・お、系の切りかえは手動でもでき

る。メイン系の動作中はバノク7ソプ系は待機の状態に

あるが、メイン某に入力されたテ一夕ーはバスラインを

通してバノク7ノブ系にも人力される（転送速度は15分

／日）。従って両系の古記気テスクには常時、同一テ【夕

が格納されているので、基本的にはバノグアノプ系の機

能はメイン弟とはほ同じに設計してある。バノクアソプ

系動作期間中のテ一夕は次にメイン系が立ち上ったとき

に自動的にメイン系の磁気テスクに転送され欠損期間の

テ一夕を補てんする。をお、この模範は2－2」に述べた

ように7日分のテータに　限定してある。7日をこえた

場合のオーバⅦフローテ一夕は轟氏テープに出力されるの

で、紙テープをメイン真に入力して磁気デスクに書込む。

長期間の夕、ゥンに対してはテスクパノクを交換してもよ

く、これらの操作によってメイン系の有責気デスクに収集

テ一夕を確保して磁気テープに記多長できる。異常メ　ノセ

ーシの転送もこれとほぼ同様の方法でバノク7ソ70する。

3－3　バックグラント処理

バノクグランド処理はオンライン処理以外のすでに格

納、記憶されているテ一夕の処理やテーブルメインテナ

ンスを行うものである。このデータ処理に当って磁気テ

スクを使用する居合、2－1で述べたように格納テ一夕

はデ【タエリアとり】クエリアに分けてあるがこれは使

用する測定チータの内容に対応している。すなわち、テレ

メーターで収集する測定データはいわゆる生データであ

り、測定状況によって異常値がまぎれ込んでいる。この

ため、生チータは記録紙や保守上の情報とともにチェッ

クし判断、修正したのち最終データとして確定するのが

普通である　（これをデータのクリーニングと称する）。

テ、一夕処理は確定したテ一夕について実施するが、一方

オンラインデータについて異常値を承知のうえで速報的

にテ一夕処玉里し判断する必要がしばしばある。このこと

を考慮してエリアを分けてバノククランド処理がいずれ

についても実行可能とした。

バッククラント処理は5つの主要項目が設定してあり

パラメーターを還択、入力して枝別れした項目別に指定

して処理する。入力はCRT、入出力タイプライター（

メイン弟またはバノクアソプ系）のいずれからでも可能

を、マン・マシン対言古形式である。以下にその概要を示

す。

3－3－1時報、日報の再生

年月日時刻を指定してオンラインで得られる時報、日

報を再生する。記憶媒体としては最；気テスクまたは磁気

テープ0を指定し、出力はラインプリンタ【、CRTを指

定する。

3－3－2　月報作表

年目、測竃局、項目を指定して月報を作表、出力する。

局、項目については個別に指定する機能のほかに全局、

全項目連続処理を指定することができる。出力フォーマ

ソトは通常の形式で、時間値のはかに平均値、総計、有

効数、最大値、最小値、標準偏差を日別、時亥り別、月間

について演算、印字するものである。なお、測定局、項

目情報パラメーターで指定する基準値をこえたデータに

はマークを付し、超過数を印字する。月報磁気テ【プの作

成は3【3－5　のファイルメインテナンスで行う。

3－3－3　異常メソセージ月報作表

年月を指定して磁気テープファイルより異常メノセー

ジ月報を作成する。異常メソセ【シはテ一夕系、テバイ

ス系、CPU異に分類され、各系ごとに異常情報を分類

してその発生頻度を出力する。このはか、異常メソセー

シタイプライタ一に出力されたジャーナル形式のメソセ

ーシをそのままのイメージでダンプすることができる。

3－3－4　ディスプレイ

ティスプレイには次の5個のサブモシュールがあり、

いずれもCRTに表示される。一部はラインプリンター

にも出力される。

1）発令情報

年月日時刻を指定し、指定した任意時刻から過去48時

間の時刻別濃度を作図、作表する。測定局、項目の指定

方f去は2櫨娼あり、1局一N項目またはN局－1項目（

Nの最大は5）を指定できる。また、作図の縦軸スケー

ルは可変で6種のうちから選択できる。ハードコピーは

最大9枚まで選択し自動出力される。

そのほか、期間を指差してこの期間中の時刻別平均値

を作図、作表することができる。入出力方法は上とほぼ

同じである。

2）日変化図

年月日を指定し、指定した日から過ま48日の口平均値

を1局－N項目またはN局－1項目につClて作図、作表

する。
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3）風配図

期間を暗左し、この期間中の風配図を作図する。月間

席順己図のように期間を固定せず、任意期間の風配図が作

成できる。

4）風マップ

埼玉県を囲む領域として東西90km、南北70kInを設定し

CRT上に約1／27，000の縮率で地図および測定地点を

示し実測の風向風速データから5k皿メッシュ交点上の値

を補間し矢羽根で出力する。補間方法としては風向風速

ベクトルを東西、南北成分に分解し、各成分別に距離の

2乗に反比例する加重平均値を計算し、メッシュ交

1VINDIM

＼＼

＼　＼　＼

＼　ミ㌔＼

＼　＼　＼

＼ヽ
＼　＼　＼　＼

＼

＼

　

＼

、

＼

　

「

FIg2　風マソプ

点上の値を合成して風向風速を求める。任意時刻におけ

る風マソプ以外にも期間を指定してこの間の最多風向お

よび風速の平均値を用いた風マップを作成することがで

きる。風マップは大気汚染と風向風速の関連を知るうえ

で有用をもので、特に次に述べる汚染マップと合わせて

使用することによって大気汚染物質の移流、挙動をどを

判断する手がかりとをる。汚染マノブとともに定時デー

タ収集後、直ちに作成することができる。Fig－2に例

を示す。

計算メッシュは5血で、所要時間は約2分／放である。
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5）汚染マソプ

ノ風マップと同様の方法で汚染物質の等濃度線をCRT

上に作図する。実測データから補間法で全計算メッシ

ュ（2km）上の値を求め、3次曲線によるスムージングに

、‾、－・　　　　　　　　　　　OSEN　廿人P
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よって等濃度線を作図するもので等濃度線は濃度ランク

を20種以内に指定できる。

Fig－　3に例を示す。所要時間は3～5分／枚程度で

ある。
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Flg3　汚染マップ

3－3－5　フ7イル　メインテナンス

ファイルメインテナンスは月報磁気テープ作成をど11

のモジュールから成り、選択して各ジョブを実行するこ

とができる。

1）月報磁気テープ入出力

メイン系の磁気デスクに格納されているデータから月

報形式の磁気テープを作成する。このテ一夕は前述のよ

うに生データであるから、ここで作成した月報磁気テー

プは後に述べるオフラインシステムでクリーニングするq

グリーニングした月報磁気テープは再びこのルーチンに
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よって磁気デスク内のワークエリアに入力しパックブラ

ンド処理を行うことができる。

2）測定局、項目情報テーブル　メインテナンス

測定機やテレメーター伝送上の入出力パラメーターを

変更、追加するルーチンで、参照、更新の機能がある。

参照はパラメータ¶をCRTに作表、表示するもので、

現在使用中のパラメ・一夕ーを表示することができる。更

新はオンライン作動中にはできをいので、バノクアソプ

系をデバッグモードにし、CRT上にテーブルを表示させ

内容を確認しつつキーイン操作で更新し、バソクアップ

系への入力が終了した段階でテーブルパラメータを長氏テ

ープに出力させる。続いて系を切かえ、更新出力した紙

テープでメイン系のテーブルを更新する。

3）データ照合

月報磁気テープは磁気デスクに格納されたデータから

作成される。この場合、テ一夕は正しく出力されをけれ

ばならをい。このため、このルーチンではシャーナル磁

気テープと磁気テスク内のテ一夕とを照合し誤りの有無

を確認する。この貝召合は1時間値について行い、データ

の総数およびエラーデータの数が出力される。エラーデ

ータの数が0であれば正しく出力されたことになる。

4）その他

紙テープによるテ一夕補てん、ジャーナル磁気テーフ

墳てん、磁気テープのコピーおよびコンベア等の機能が

ある。

3－3【6　キューおよびキャンセル

バソククランド処理はコマントを与えることによって

貴大10個まで呂動的にキューイングされ、登録された内

容はこのルーチンで表示される。キューのキャンセルはあら

かじめ設定されているショブの項番を入力することによ

って行うことができる。

4　オフラインシステム

最近、環境データは総量規制、アセスメント、データ

バンク等の具体化を目途として行政上、研究上その重要

度が高まっている。このため、今回の増設整備では大気

汚染常時監視システムをオンラインシステムとオフライ

ンシステムに分離し、オフラインシステムでデータを積

極的に解析する方向付けをした。ここでは紙面の都合で

オンラインシステムと関連するショブを中心に概要を述

べる。

4－1オフラインシステムの構成（ハード・ウエア）

今回導入したオフラインシステムはミニコンをベース

とするものではあるが、一通りの機能をもたせてあり、

オンラインシステムで得られた測定データを磁気テープ

を入力記憶媒体として処理するものである。機器の主要

諸元はTable－　Ⅱ　に示すとおりで、HITACu20を

中心に入出力タイプライター、磁気デスク装置、磁気テ

ープ装置、カート、リーダー、ラインプリンター、紙テープ

リーダー及びパンチャー、X－Yプロッターで構成され

このほかにカードパンチャーおよび自動測定機の記録紙

からデータを読取って紙テープを作成するチャートリー

ダがある。

中央処理装置

磁気ティスク装置

磁気テープ装置

ラインプリンター

X－Yプロソター

カードリ【ダー

紙テ“プリ一夕、【

紙テーフシヾンチャー

カートパンチャー

チャートリーダー

HITAC　20　64kw

4．9Mw X2

9トラック160dBP1

2400フィート×2

430行／分　力ナ付

400ステノブ／秒

310枚／分

400字／秒

60字／秒

111文字

タイプライター、紙テープパン

ンチャー付

Table－　Ⅲオフラインシステム構成

4－2オフラインシステムの機能（ソフトウエア）

テ、一夕処理項目で機能を分類すると基本横言巨として、

現在7種ある。すべてのショフは、まず、オンラインから

の月報磁気テープを編集処理したのちテ、一夕修正（デー

タクリーニンブ）を行い、磁気テープを更新する。得ら

れたテ一夕ファイルをもとにして後続の統計処理、解析

等の処理を行うことになるが、これらの演算結果はライ

ンプリンターに作表、またはX－Yプロソクーに作図出

力される。以下にその概要を示す。

4－2－1データ編集処理

1）編集と修正

テ一夕編集、修正のフローをFlg－4に示す。オンライ

ンによるデータ収集以外に、データロガーによる測定局、

テレメーター化されていをい測定局があるので、これら

のデータをすべてオンラインからの月報磁気テープに併

合したのちデータクリーニングを行って磁気テープを更
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Flg－4　データ編集、修正フロー

新する。更新は必要に応じて繰返し行うことができる。

テ一夕クリーニングに際して■は、データ修正の混乱を

防ぐため入力データには更新次数を設定してあり、更新

テ一夕の更新次数が月報データの更新次数より低い場合

は読み込みをしないようにしてある。また、更新された

レコードの更新次数は更新テ一夕の更新次数に変換され

有効軋合計、最大値等も自動的に更新される。

2〕テ一夕スクリーニング

テ‾夕の異常は測定機の記録紙と直接照合チェックし

てクリ】ニンブナるか、そのほかに自己診断的にチェソ

クする機能としてデータスクリーニング方式がある。そ

の方法として次に示す6種類の計算式を与えてあり、そ

れぞれチータの妥当性を比較、検討することができる。

をおパラメータは任意に設定出来る。

（1）上限値、下限値チェック

1時間の上限値、下限値を設定し、データかこの設定

値の範囲を超えた場合、そのデータを年月日時の若い順

に作表出力する。

・上限値（LIMU）＜cs（スクリーンデータ）

・下限値（LIML）＞cs

（2）階差チエソク

時刻tのデータCs（t）を、1時間前のデータCs

（モー1）と比較して階差値を超える場合に年月日時の

若い順に作表出力する。
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・階差値（GAPU）＜lc s（t）－C s（t－1）I

（3）変分チェック

1時間前のデータを基準としたとき、次の1時間値の

増加割合が変分値を超える場合、年月日時の若い順に作

表出力する。

・変分値（DEFU）＜liCs（t）Cs（†－1）〉／Cs（t¶1）lxlOO

（4）単調増減チェック

指定時間（250時間内）の範囲データについて移動サ　て単調に増加または減少している有無を摘出する○

ンプリング方式によりチータを比較し、データが連続し

・単調増加　　　C s（t）≧C s（t－1）≧………・・≧C s（t－S L DT）

・単調減少　　　Cs（t）≦C s（t－1）≦…・＝・・≦C s（t－SIDT）

期間（SIDT）≦250時間

（5）変動チェソク

指定期間（250時間内）の平均値に対する同期間内の

最高値と最低値の差を変動率とし、設差値を超える場合

を抽出する。

・変動率（VARU）＞lCMAXit－DVR）〉pCMINit一（t－DVR）‡

期間（DVR）≦250時間

（6）地域差チェック

ある測定局を対象としたとき、同一時刻における近傍

隣接する他の測定局のデータと比較して地域差やデータ

の妥当性を検言寸するもので比較局は最大5局まで選択で

きる。地域差としては期間内の平均値、最大値、最少値

を決め、設定値の範囲を超えたデータを作表出力する。

・地域差平均（DORUAVE）＜lcP＄Iくt～（trlNT）トC三吉三（J）it～（trlNT）〉l

・地域差最大（DORUMAX）＜lC呂三；〈t～（巨INT）上C昌三≡（J）it～（巨1NT）‡l

・地域差最小（DORUMIN）＜lc結いt～（tAL－1NT）トC孟亨完（J）＝～（t－1NT）？l

く≡…‡

こ対象局

（J）：比較局（J＝1，5）

4－2－2　環境基準判定処理

月報、年報磁気テープは測定データの最小単位（PPb

をど）を用いているので環境基準で決められているP P

hmなどの単位に変更する処理を施してデータファイル

を作製する。このファイルをもとに月間値、年間値など

を計算し、これらのデータから環境基準判窟データを作

表出力する。環境基準値はパラメーターテーブルで与え

てあり、基準値の改正に対応できる。また、判定項目は

すへての測定項月に適用可能としてある。
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4－2－3　統計処理　　概要をTableⅢに示す。

プ　 ロ　 グ　 ラ　 ム 機　　　 能　　 概　　　 要

任　 意　 期　 間　 レ　 ポ　 ー　 ト

指 定 され た局 、項 目 につ い て 指 定 期 間 内 の各 種 レポ ー トを出 力 す る。

出 力項 目 は

平 均 値 、 標 準 偏差 、 変動 係 数 、 最 高値 、最 低 値 、幾 何 平 均 値 、

幾 何 標 準 偏差 、幾 何 変 動 係 数 、 サ ンプ ル数 、 合 計値

濃　　 度　　 等　　 変　　 化

任 意 期 間 中 の任 意 デ ー タ か ら

①　 指 定 期 間 内 の 時 間値 （M A X　 48 b ）

②　 指 定 期 間 内 の 日平 均 値 （M A X　 3 カ月 ）

③　 指 定 期 間 内 の 月平 均 値 （M A X　 2 カ年 ）

④　 指 定 期 間 内 の 時刻 別 平 均値 （24 h ）

の濃 度 変 化 お よ び平 均 風 速 、風 多風 向 を作 表 、作 図 す る。 作 図 は 5 種 類 （

局 、項 目） の 重 ね合 せ 可 能 。

風　 向　 出　 現　 頻　 度

指 定 期 間 内 の

風 向 出現 頻 度 表 の 作 表

風配 図 の作 図

濃　 度　 等　 累　 積　 頻　 度

指 定期 間 内の

階 級 別 出 現 頻度 、累 積 頻度 の作 表 、作 図 （時 間値 、 平 均 値 ） 。

作 図 は 5 種 類 （局 、 項 目） の重 ね合 せ 可 能。

風 向 風 速 濃度 階級 別 出現 頻度 等

指 定 期 間 内 の デ ー タ につ い て 、指 定 さ れた濃 度 ラ ンク別 、 風 向風 速 階 級 別 に次

の10項 目 を算 出 し、 作 表 、作 図 す る。

出 現頻 度　　　　　　 幾 何 平 均 値

出現 割 合 （％）　　　 腰 何 標準 偏差

平 均 濃 度　　　　　　 幾 何 変 動係 数

標 準 偏 差　　　　　　 最 高 値

変動 係 数　　　　　　 最低 値

汚　　 染　　 マ　　 ッ　　 プ
指 定 期 間 内 の手旨走 項 目 につ い て メ ッシ ュ濃度 、 汚染 マ ッ プ を作 成 、出 力 す る。

濃 度 ラ ン クは最 大 10種 類

風　　　 マ　　　　 ッ　　　　 プ
指 定 期 間 内 の風 向 風速 デ ー タ を用 い てメ ソ シュ上 の 風 ベ ク トル を求 め、 風 ベ ク

トルの作 表 、風 マ ップ を作図 す る。

高　 濃　 度　 出　 現　 頻　 度
指 定期 間 内 の指 定 項 目 に つ いて 各 濃度 ラ ンク ご との 月 、時 刻 別 出 現 頻度 を作 表

作 図 す る。 指 定期 間 は 月単 位 。

TableⅢ　統計処理一覧表
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4－2－4　解析　概要をTableⅣに示す。

プ　 ロ　 グ　 ラ　 ム 機　　　 能　　　 概　　　 要

単　 純　 相　 関　 回　 帰　 分　 析
指 定 され た項 目 につ い て 、 2 項 目間 の相 関 係 数 お よび 回帰 直 線 を求 め る。

（最 大10項 目 を同 時 に指 定 可 能 ）

垂　　 回　　 帰　　 分　　 析

指定 され た項 目に つ い て、 重 回 帰 分析 を行 い、次 の項 目 を算 出 す る。

各 項 目の平 均 値 と標 準 偏 差

従 属 変 数 と独 立 変数 との相 関 係 数

回 帰 係 数

回 帰係 数 の標 準 偏 差

回 帰係 数 に対 す る t値

重相 関係 数 と定 数 項 の 値

推 定値 の標 準 誤 差

分 散 分析 表

推 定 され た回 帰 係 数 に よ る推 定 値

（独立 変 数 は 最 大 10項 目）

主　　 成　　 分　　 分　　 析

指 定 され た項 目 につ いて主 成 分 分析 を行 い 、次 の 項 目 を算 出 す る。

各 項 目 の平 均 値 と標 準 偏 差

固 有値 と国 有 ベ ク トル

固 有値 の 割 合 とそ の累 積 値

サ ンプ ル ス コア

（最 大 10項 目）

相　 関　 ス　 ペ ク　 ト　 ル　 分　 析

指 定 され た項 目 （2 項 目） につ いて

自 己相 関

相 互 相 関

偶 関 数 、 奇 関数

を算 出 し、 これ らの値 を用 い て

自 己相 関 ス ペ ク トル

相 互 相 関 ス ペ ク トル

コ ーースペ ク トル

ク オー ドラチ ャ スペ ク トル

コ ヒー レ ンス

位 相 角

を算 出 、 作 図 出 力す る。

相　　　　　　 関　　　　　　 図 指 定 さ れた 項 目 に つ い ての相 関 散布 図 を作成 出 力す る。

TableⅣ　解析処理一覧表
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4－2¶5　アローヘッドチャート

測定局、項月を指定し、1時間値の時系列データを入

力してLarse□　の理乱方法に従って各種平均化時間に

ついて統計解析を行い、アローヘッドチャートを作乱

作表する。アローヘッドチャートはEPAのLarse。に

用12止　1工）

より提唱されたもので、大気汚染物質濃度の平均化時間

に対する濃度分布の特性を視覚的に示すものであり、目

標とする環境レベルと予測値を対応させることができる

Flg－5　に作成例を示す。

♭　上　京▲Ⅹ川U研

＋　一gAC＝　門RC即でrLE V▲L

①　n　与○メ　▼　VALU2

勺　ユMI爪MUM

EXPECでED　一川NU▲L＼1▲Ⅹ　L川E

＋　　十　＋

9（〉0（　十　　十

100　　　　　　　　　日■　　　　　　　　10，

▲VE良人CINC TIME：（HOUt弓S）

4－2－6　定常拡散モデル

処理装置のメモリ容量が小さいための磁気デスク上に

作成されるデーターエリアを中心として機能を細分化し

た15本のプログラムで構成する形式とをっている。着地

濃度を計算する地点は碕玉県全域をおおう東西90km、南

北70k皿の1hメッシュ格子点および最大6000の培子点に

対応する任意間隔のメノシュ格子点である。排煙上昇式

はMoses＆Carson式、CONCAWE式、Brrigsの式を

用い、拡散式はSutton式、Pasquill図を用いたプリュー

ム式およびTurner　囲を用いたパフ式である。煙源は

最大500本まで入力できる。

4－2－7　多重ボックスモデル

計算対象とする空間をいくつかのボックスに分割し、

各ボ、ソクス内では濃度一様に完全混合しているものとし

て各ボソクス間の輸送拡散を考慮し、物質収支の法則に

基づいて計算するもので時系列出力と空間断面出力があ

る。

Ⅰ‾　D人Y

抑6－（＝＝ト

SCD＝l

▲V人rL D人T▲丘951，

Fig－5

ラーセンチャート

lD●　　　　　　　　　　10－

L∧良SE八　一　C8▲且T

5　おわりに

今回の改造によって大気汚染常時監視に係るシステム

の機能を向上させることができた。オンラインシステム

では実用上の問題を考慮して確実をデータ収集と汚染状

況の把握に寄与する新しい機能を付加し、満足できる結

果が得られた。オフラインシステムでは測定データを解

析、演算し環境行政に資する各攣資料を作成することが

可能とをった。また、このシステムは従来、中型機以上

の処理装置で実行されていた高度な処理をミニコンをベ

ースとした処理装置で実行できることに特徴がある。

これらのシステムによって大気汚染常時監視の機能を

単なる監視機能に止まらず、データバンク、アセスメン

トをど、一連の環境データ評価体系に適応し得る総合的

をシステムとして活用することができる。
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